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南高生制作「やさしい日本語」リーフレット

留学生の利用が多い駅に、置いてもらいました
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・教えるために、研究を深め、正しく理解する
・相手のことを考えながら、分かりやすく伝える

少しでも多くの人に知ってもらいたい
もっと深く福祉を学びたい

福祉を学ぶことに誇り、自信や達成感

３年目「福祉（しあわせ）南風プログラム
～ジェネラル・ケア・ティーチャーによる福祉力発信～
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成果と今後の課題

（１）研究成果とその評価



評価指標①：SPHの授業等に積極的に取り組むことができ、
福祉の勉強をさらに頑張ろうと思った。

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）

1 2 3 4 未回答

1年次平均 67.9 30.0 2.1 0.0 0.0

2年次平均 66.2 32.5 1.1 0.1 0.1

3年次平均 85.4 14.2 0.3 0.0 0.1

【３年間の生徒の評価】



評価指標②：SPHの学習等を通して、課題に対して解決方法を
自分で考え、行動する力が高まった。

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）

1 2 3 4 未回答

1年次平均 48.2 48.2 2.3 0.2 0.1

2年次平均 53.5 43.9 2.3 0.2 0.1

3年次平均 78.2 20.6 1.0 0.0 0.1

【3年間の生徒の評価】



評価指標③：SPHの学習等を通して、新たな知識・技術を習得す
ることができ、自分のスキルアップにつながった。

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない

1 2 3 4 未回答

1年次平均 68.5 30.4 1.1 0.0 0.0

2年次平均 67.7 30.8 1.4 0.1 0.0

3年次平均 83.7 14.7 0.7 0.0 0.9

【3年間の生徒の評価】



評価指標④：SPHの学習等を通して、自分の将来の職業に対す
る意識が高まった。

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）

1 2 3 4 未回答

1年次平均 33.1 47.6 16.1 3.2 0.0

2年次平均 43.2 45.3 9.1 2.4 0.0

3年次平均 63.3 33.1 2.2 1.2 0.3

【3年間の生徒の評価】
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先進的な専門性 豊かな創造性 豊かな人間性 確かな主体性

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
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① 生徒の自己評価 先進的な専門性（幅広い知識、高度な技術）

入学した当初は、まさか自分が介護ロボットを
扱い、人に説明できるまでになるとは思ってい
ませんでした。私は介護ロボット班で研究する
ことにより、福祉や介護現場の未来を見れたよ
うな気がします。今後、介護ロボットが現場に
普及していくと思います。その時には自信を
持って、介護ロボットについての説明や対応を
する力をつけることができたと思います。
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① 生徒の自己評価 先進的な専門性（幅広い知識、高度な技術）

これまでノーリフティングケアを学び、そして
3年生になってたくさん「ノーリフティングケア
講座」を開いてきました。人に教えるためには、
まず自分達が正しい知識や技術を身に付けなけ
ればなりません。班の仲間と放課後に何度も練
習をし、分かりやすく伝えるための工夫を重ね
ることで、自信を持って教えることが出来まし
た。
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① 生徒の自己評価 豊かな創造性（観察力、発想力、課題解決力）

大学生との協働学習では、アセスメントシート
をもとに、一緒に個別援助計画を作成しました。
高校生の介護福祉士の視点と、大学生の社会福
祉士としての視点では考え方や捉え方が違い、
高校生だけでは気付けなかったことに気付くこ
とができ、違う角度から見ることにより、利用
者様のことを考えた支援内容を作成することが
できました。
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① 生徒の自己評価 豊かな創造性（観察力、発想力、課題解決力）

地域の課題解決学習では、高校生ならではの
活動を考えることができて、創造力やアイデア
力が身に付いたのではないかと思います。地域
での「ニーズ調査」を行うことで、「どんな困
りを感じているのか。」と考え、それを解決す
るために「私たちに出来ることはないか。」と
考え、行動に移すことができました。
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① 生徒の自己評価
豊かな人間性（多様性を受容できる力、人間関係調整力）

私は、リーダーシップをとれる性格ではありま
せんが、サーバントリーダーシップ育成セミ
ナーを受け、実際にグループ学習をしていく中
で、皆と協力し、様々な人の意見を聞き、まと
めることができるようになったことが成長した
ところだと思います。
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① 生徒の自己評価
豊かな人間性（多様性を受容できる力、人間関係調整力）

終末期についての学習の中で、生きることと死
ぬことについて深く考えました。「死」に対す
る考え方はとても多様であり、本人に決定する
権利があること、意見を否定しないことが大切
と分かり、本人の気持ちを尊重できる人間にな
らなければいけないと感じるようになりました。
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① 生徒の自己評価 確かな主体性（企画力・運営力・伝える力）

私たちは認知症キャラバンメイトとして、小学
校や中学校など多くの方を対象に、「認知症サ
ポーター養成講座」を開催しました。受講者に
合わせて講座内容を工夫し、毎回台本を作り直
してきました。毎日遅くまで残って、納得がい
くまで練習し、講座を作り上げていくことはと
ても大変なことでしたが、その分、成功させた
ときの感動はとても大きかったです。
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① 生徒の自己評価 確かな主体性（企画力・運営力・伝える力）

認知症予防体操を紹介するときに、まず自分達
が笑顔になることで、みんなも笑顔で体操がで
きることに気づきました。一人ひとりに合わせ
た説明や体操の内容を少し変えることで、誰も
が参加できる体操になりました。自分達がたく
さん考えて作った体操を、みんな笑顔で楽しく
行っている姿はとても嬉しかったです。
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平成30年度 令和元年度 令和２年度

進学 ４年制
大学

福祉系 10.4 17.3 19.0
その他 5.2 5.3 2.5

短期
大学

福祉系 7.8 5.3 11.4

その他 0.0 0.0 1.3

専門
学校

医療･看護系 20.7 16.0 17.7

その他 6.5 6.7 7.6
各種学校 2.6 1.3 0.0

就職 介護職 33.8 34.8 35.4

その他 5.2 8.0 3.8
准看護学生 7.8 5.3 1.3

自己就職 0.0 0.0 0.0

（％）② 生徒の進路
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③ 教員の研鑽

ジェネラリストとしての視点の明確化

〇ポートフォリオの効果的な活用
～目標や身に付けたい力の明確化～
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ＳＰＨ ポートフォリオ 授業シート ＳＰＨ ポートフォリオ 授業シート    （  ）年（  ）組 氏名（            ） 

令和（  ）年（  ）月（  ）日（   ）（   ）限 

＜授業名＞  

       自
己
評
価 

教
師
評
価 

＜指導者＞ 

  

〈提出日・提出先〉 

月 日（ ）（     ） 

＜目標＞ 

  

  

〈学習内容〉 

  

  

〈学習内容から分かったこと〉【先進的な専門性】   

〈コミュニケーションや発表での気づきや発見〉【豊かな人間性】   

〈本時の学習で見つけた問題と設定した課題〉【豊かな創造性】   

〈学習の振り返り（感想・考察）〉【確かな主体性】   

〈評価について、裏面を参考にし、①～④を右端の欄に書き入れなさい。〉 

〈目標〉
〇〇〇を、○○○○することを通して、
〇〇〇〇〇することができる。

学習内容

手立て・手段・学習内容等

本時に目指す（生徒の）最終的なゴールの姿

〈学習内容から分かったこと〉【先進的な専門性】

〈コミュニケーションや発表での気づきや発見〉
【豊かな人間性】

〈本時の学習で自ら見つけた問題と設定した課題〉
【先進的な専門性】

〈学習の振り返り〉【確かな主体性】
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④ 県内福祉系高校との連携体制

R1 大分県立佐伯豊南高校 福祉科1～3年 84名
R2 大分県立中津南高校耶馬溪校

生活福祉コース3年 5名

福祉系高校との地域福祉活性化交流学習
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本時の交流学習に積極的に取り組むことができ、福祉の勉強をさらに頑
張ろうと思った。 （％）

思う
どちらか
と言えば
思う

どちらかと
言えば思わ

ない
思わない 未回答

R1 大分南高校福祉科２年
（７名） 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

R1 佐伯豊南高校１～３年
（８４名） 60.9 35.0 3.1 1.0 0.0

R2 大分南高校福祉科３年
（８名） 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

R2 中津南高校耶馬渓校
（５名） 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〈交流会後生徒アンケート結果〉
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〈交流会後生徒アンケート結果〉

自分の将来の職業に対する意識が高まった。 （％）

思う
どちらか
と言えば
思う

どちらか
と言えば
思わない

思わない 未回答

R1 大分南高校福祉科２年
（７名） 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

R1 佐伯豊南高校１～３年
（８４名） 53.9 33.3 9.8 2.0 1.0

R2 大分南高校福祉科３年
（８名） 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0

R2 中津南高校耶馬渓校
（５名） 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0
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地域の高齢者の困りごとを理解し、今後の活動につなげる

手作り
日めくりカレンダー
をプレゼント

民生委員に同行訪問

⑤ 地域との連携の深化



49南高生地域ふれ合い活動～大分南オリジナル認知症予防体操の紹介～

⑤ 地域との連携の深化



1 2 3 4 未回答

今回の講座は楽しく参加できた 86.6 6.7 0.0 0.0 6.7

今回の講座は今後の生活の役に
立ちそうだ

73.3 20.0 0.0 0.0 6.7

今回の講座について満足してい
る

60.0 26.7 0.0 0.0 13.3

50

〈地域ふれあい活動参加者アンケート結果〉１５名

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）
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⑤ 地域との連携の深化

地元小中学校との連携
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今回の福祉講座の内容について満足している

思う

93%

どちらかと言えば思う

5%

どちらかと言えば思わない

2%

地元中学２年生 １１５名
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地元中学生 福祉講座の感想

僕は「福祉」とは、相手とコミュニケーションを
とって相手を笑顔にすることだと思いました。講座で
は、一緒に体操するだけで笑顔になれました。そして、
僕がすごくいいなと思ったのは、人見知りの僕に講座
が始まる前に優しく話しかけてくれたことです。そし
て、お年寄りには目線を合わせてお話していました。
そこから優しさがあふれていて、「福祉科の人ってす
ごいなぁ」と思いました。これから高校のことを詳し
く調べていきたいです。
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⑥ 研究成果の普及

「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）事業」

福祉教育フェスティバル
～『九州から届け！！「福祉（しあわせ）」南風プログラムの発信』～

期 日 令和２年１２月１８日（金）１０：００～１６：３０
場 所 大分県立大分南高等学校
参加者 文部科学省視学官、SPH運営指導委員、SPH研究推進委員、

介護実習施設職員、保護者、判田地区住民、全国福祉系高校教職員等
（約８０名）
大分南高校生徒（約560名）、判田中学校2年生（約120名）

リモートによる参加
介護実習施設職員、学校関係（約20名）
県内外福祉系高校生徒（約150名）
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ＳＰＨ事業 福祉教育フェスティバル
～『九州から届け！！「福祉（しあわせ）」南風プログラムの発信』～日程

時 間 内 容 場 所

10：30～
11：20

公開授業
「３年福祉科の生徒から判田中学２年生への福祉講座」
①ノーリフティングケア講座 ②介護ロボット講座
③災害支援について学ぶ ④ミニデイサービス
⑤やさしい日本語講座

福祉棟、
３－４，５

12：50～
14：50

SPH福祉教育フェスティバル（成果発表会）
開会式
生徒発表 ①SPHの成果報告 ②認知症予防体操の紹介

③「おおいたの福祉力」の提言
指導講評

体育館
（普通科生徒は
各教室からリ
モートでの参
加）

15：10～
16：30

本校福祉科教員と参加者との情報交換会
（対象 外部参加者）

地域交流実習室
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地元中学生へノーリフティングケア講座
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リモートと融合した福祉教育フェスティバル
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大分南高校オリジナル認知症予防体操の紹介
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成果発表会は勉強になりましたか

1 2 3 4 未回答

普通科１～３年（296名） 65.2 31.1 1.0 0.7 2.0

福祉科１年（70名） 88.6 11.4 0.0 0.0 0.0

福祉科２年（77名） 89.6 7.8 1.3 0.0 1.3

福祉科３年（78名） 91.0 9.0 0.0 0.0 0.0

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）
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今回の福祉教育フェスティバルの内容について満足している

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない（％）

1 2 3 4 未回答

普通科１～３年（296名） 59.1 35.1 5.1 0.0 0.7

福祉科１年（70名） 54.5 45.5 0.0 0.0 0.0

福祉科２年（77名） 90.0 10.0 0.0 0.0 0.0

福祉科３年（78名） 94.9 5.1 0.0 0.0 0.0

昨年度福祉科2年（現3年） 77.6 21.1 0.0 1.3 0.0
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SPH福祉教育フェスティバル
県内外福祉系高校のリモートによる参加

大分県立佐伯豊南高等学校 福祉科1,2年 ４９名
宮崎県立門川高等学校 福祉科2,3年 ４８名
岐阜県立大垣桜高等学校 福祉科3年 ３６名
栃木県立真岡北陵高等学校 介護福祉科2年 １９名

合計 １５２名
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リモート参加福祉系高校生徒 アンケート結果

1 2 3 4 未回答

成果発表会は勉強になりましたか 81.5 17.8 0.7 0.0 0.0

興味を持って発表を聞くことができ、福祉の
勉強をさらに頑張ろうと思った。 73.3 24.0 2.1 0.0 0.7

今回の発表を聞くことによって、課題に対し
て解決方法を自分で考え、行動する力が高
まった。

50.7 41.8 6.8 0.0 0.7

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）
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福祉系高校生徒 アンケート結果

1 2 3 4 未回答

新たな知識・技術を習得することができ、自
分のスキルアップにつながった 60.3 37.0 2.7 0.0 0.0

今回の発表を聞くことによって、自分の将来
の職業に対する意識が高まった 55.5 35.6 6.8 2.1 0.0

今回の発表について満足している。 74.0 22.6 3.4 0.0 0.0

１思う ２どちらかと言えば思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない （％）
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自分と同じ学年で福祉について学んでいる方達
が、地域を支えるリーダーになるために講座や
様々な体験を３年間でしていて、すごくかっこ
いいと思ったし、自分達にはない学び方で勉強
になりました。将来の福祉を支えていく人材と
してよい刺激となりました。私も卒業後、介護
福祉士として頑張ろうと思います。
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今回の発表会で自分の福祉への視野がとても
広がりました。南高校独自の学びがあり、とて
も興味深かったです。今回学べたことを、これ
から活かせるようにします。とても素晴らしい
発表会をありがとうございました。「感謝・感
動・かっこいい」３Ｋを感じた発表会でした。
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ノーリフティングケアパンフレット制作

⑥ 研究成果の普及
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認知症予防体操パンフレットを制作

⑥ 研究成果の普及



68
やさしい日本語リーフレットを制作

⑥ 研究成果の普及
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⑥ 研究成果の普及

県へ「おおいたの福祉力」の提言

大分県副知事、教育長等に報告
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①古い３Ｋから新しい３Ｋ
感謝・感動・かっこいいへ



②ＳＰＨの学びの成果

福祉のイメージアップ

71

専門力 スキルアップ
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③地域や福祉施設との結びつきを強くするために

連携 • お互いがつながる

連帯 • お互いが助け合う

誰もが暮らしやすい地域づくりに貢献
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成果と今後の課題

（２）今後の課題



今後の課題

•ＳＰＨ研究事業を生かした教育課程
（指導計画）の検討

•海外研修の継続

•関係機関（実習施設、大学、行政、
小・中学校、地域）との連携・連帯

74



75

ジェネラル・ケア・ティーチャーとして
福祉の魅力発信

ジェネラリストの視点をもつ
社会福祉リーダーを目指して


